
5 南九州議会だより　第13号　条例の改正・陳情

意
見
書
の
提
出

　

提
出
者
：
南
九
州
市
議
会

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
に
関
す

る
意
見
書

　

広
範
な
分
野
を
対
象
と
し

た
包
括
協
定
で
あ
り
、
ま
た

全
品
目
に
つ
い
て
関
税
撤
廃

が
原
則
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
十

分
審
議
し
、
国
民
合
意
が
取

れ
る
ま
で
時
間
を
か
け
て
検

討
し
、
拙
速
に
参
加
し
な
い

こ
と
な
ど
を
、
衆
参
両
議
院

議
長
ほ
か
関
係
機
関
に
提
出

し
ま
し
た
。

柚
木
茂
樹 

議
員

　
辞
　
職

　

１２
月
１０
日
を
も
っ
て
の
議

員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
議

会
に
お
い
て
許
可
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
南
九
州
市
議
会
議
員
定
数

等
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
県
内
の
各
市
の
議
員

定
数
、
報
酬
の
状
況
な
ど
参

考
に
慎
重
審
議
い
た
し
ま
し

た
。

●
２０
人
と
す
べ
き
意
見

　

財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

人
口
も
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
２０
人
が
妥
当
な
ど
。

●
２２
人
と
す
べ
き
意
見

　

県
内
類
似
市
の
人
口
や
面

積
を
比
較
す
る
と
２２
人
が
妥

当
な
ど
。

●
２４
人
と
す
べ
き
意
見

　

合
併
前
の
４４
人
か
ら
、
新

市
に
な
っ
て
２４
人
に
減
少
し

て
い
る
。
地
域
も
広
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま

で
よ
い
な
ど
。

　

意
見
の
多
か
っ
た
２０
人
と

す
る
か
２２
人
と
す
る
か
採
決

し
た
結
果
、
２２
人
と
決
定
し

た
。

　

ま
た
、
議
員
報
酬
の
額
に

つ
い
て
も
協
議
し
た
が
、
市

長
が
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
意
見
を
聞
き
、
条
例
を
議

会
に
提
出
し
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
結
論
は

出
さ
な
か
っ
た
。

工
事
請
負
者

　

堀
之
内
・
田
川　

特
定
建

　

設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者

　

南
九
州
市
知
覧
町　

郡

　
　
　
　
　

５
４
１
４
番
地

　

株
式
会
社　

堀
之
内
建
設

　市長などの特別職及び議会議員の１２月の期末手
当を０.１５月分引き下げ、年間の支給率を２.９５月分
にしました。
　また、一般職は、１２月の期末・勤勉手当を合計
で０.２月分引き下げ、年間の支給率を３.９５月分にす
るとともに、中高年齢の給料月額を平均０.１％引き
下げ、さらに、当分の間、５５歳を超える特定職員
の給料月額などを１.５％減ずる措置などを行ないま
した。

期末手当など引き下げ
給  与  改  定

条
例
の
改
正

不 採 択

◎「鹿児島交通㈱運行の鏡石湯～枕崎高校
前線」通学バスの運行の締結を求める陳
情書

提出者：南九州市川辺町下山田２２７６番地２
　　　　日本共産党南九州市委員会
　　　　代表　大倉野　由美子

不採択の理由
①本市の高校生の中には、保護者が負担し
マイクロバスなどを借り上げ通学してい
る者もおり、それらに対する通学支援補
助はなく、枕崎高校への通学者にのみ補
助することは公平性に欠ける。
②高校再編が進められる中、市内の高校が
定員割れの状態であり、市外に通学する
高校生の通学バスの補助を継続すること
は市民の理解が得られない。
③合併後の方針としては、20年度に入学す
る高校生が卒業する22年度まで運行する
計画となっていた。

継続審査

◎ＴＰＰの参加に反対する陳情

提出者：南九州市知覧町瀬世４９３４番地１
　　　　南さつま農民組合知覧支部
　　　　代表者　内園　知恵子

◎「子ども・子育て新システムの基本制度
案要綱」に反対する意見書提出を求める
陳情書

提出者：南九州市知覧町東別府２０７８２番地２
　　　　知覧町保育連合会会長
　　　　明光保育園園長　日谷　法泉

陳　　情

次
の
一
般
選
挙
か
ら

議
員
定
数
２２
人

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結

工
期

　

平
成
22
年
11
月
30
日
～

　

平
成
23
年
７
月
28
日

請
負
金
額

　

４
億
４
９
４
０
万
円




